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(背景・目的）
サルコペニアは高齢者において、予後悪化因子として問題となっている。ビタミン、の重
要性は以前より指摘されており、活性型ビタミン、のサルコペニアに対する治療に関して
も注目されている。今回我々は、当院で治療を受けている維持血液透析患者において、活
性型ビタミン、製剤(カルシトリオール)を用いて、注射開始前と注射開始6ケ月後のCT
検査、開始前と3ケ月毎の理学所見、血液検査を測定し、各種パラメータの変動を解析す
ることにより、考察を行った。
(対象・方法）
平成29年1月より平成29年12月までにおいて、当院の維持血液透析患者から、当臨床
試験参加希望者を募り、同意書を得られた患者を対象とし、合計17例の患者について検
討を行った。試験開始より、カルシトリオール1〃gを透析終了時に毎回投与した。CT検
査は、膳部レベルの内臓脂肪面積、第3腰椎レベルの左右の腸腰筋の断面積、大腿骨の中
間レベルの左右の筋肉の断面積が求められた。
(結果）
大腿筋断面積は、歩行速度、握力と有意に相関していたが、経時的に有意な減少を示し、
活性型ビタミン、が筋肉断面積を改善する所見は得られなかった｡筋肉断面積の減少の原
因は、年齢の他に透析療法自体の影響が考えられた。
多くのパラメータから2種類を組み合わせて、相関係数を算出したが、iPmやCa値等と
筋肉との相関はそれほど強くなかった。サイトカインの測定では、通常の維持透析では、
有意な上昇をきたす例は少なく、強い発熱等の炎症時にはIL6等の上昇･が認められた。ま
た、筋肉断面積とTCFβ値に相関性が認められ、サルコペニアの病態に密接な関与をして
いる可能性が考えられた。
(結諭）
血液透析患者において､活性型ビタミン、の投与だけでは筋肉断面積の減少を充分に改善
させることはできなかった。血液透析患者においては、agingによるサルコペニアとは異
なるメカニズムで発症あるいは進行している可能性が考えられた。


